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業務紹介技術センター事業から

食品・バイオ技術セミナーのご案内
～製品開発、品質管理に活かしませんか～
　当センターでは、食品事業者の新製品開発力、品質・衛生管理能力の向上に役立てていただくため、食品・バイオ分野の最近の
話題や情報を紹介するセミナーを開催しています。今年度は次の３つのテーマで予定しています。どなたでも参加いただけます
ので、ぜひこの機会をご利用ください。

適切な硬さ試験を行うために

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：ouyou@kptc.jp

第1回
9月15日（金）

食品衛生向上のための最新知識
農研機構 食品研究領域 食品衛生ユニット
ユニット長　稲津 康弘 氏
上級研究員　川崎 　晋 氏

　厚生労働省で進められているHACCPの制度化では、食品の製造・加工、調理、販売等を行う全ての食品等事業者がその対
象として想定されており、今後、科学的知見に基づいた衛生管理の必要性が増すと考えられます。そこで、食品衛生管理に関す
る基本的な知識および最近の動向と、食品衛生管理に係る要素技術（微生物検出、微生物制御）について紹介いただきます。

第2回
11月10日（金）

減圧平衡発熱（発酵）乾燥法と乾燥食品の商品化 一般社団法人やひろもったいない研究所
代表理事　大矢 正昭 氏

京都府中小企業特別技術指導員
京都大学名誉教授 　井上 國世 氏（座長）

　新しい食品乾燥技術である「減圧平衡発熱乾燥技術」の特徴と開発について解説いただきます。活用事例として、規格外や
未利用・未成熟な農林水産資源から高付加価値な地域ブランド製品を産み出し、地域の活性化と雇用の創出につながった
「農と食」のビジネスモデルについても紹介していただきます。

第3回
2018年

1月19日（金）

食品・バイオ技術の最前線―食品の機能性と安全性

　食品サイエンスおよびバイオテクノロジーの最近の話題や問題点について勉強し、議論します。最先端で活躍中の４名の
講師から、生活習慣病改善を目指す食品機能の開発、介護食品開発等の話題を中心に、食品の高度機能化を目的とした酵素
化学、タンパク質化学、バイオサイエンスの基礎から応用までを解説していただきます。

開催場所　京都府産業支援センター ５階 研修室
参 加 費　無料
申込方法　当センターのWebページから、希望される回にお申し込みください。  URL https://www.kptc.jp/seminor/syoku

テーマ開催日 講　師

　硬さ試験は、比較的短時間で簡便に材料の機械的特性を評価で
きることから工学や産業の分野で広く行われています。しかし、「硬
さ」には「長さ」や「重さ」のような明確な定義がありません。
　硬さは、剛体の圧子を試験体に押し付けた時にできる圧痕の大
きさや、押し込んだ深さからその数値を求めます。決められた試
験方法（試験機）、試験条件の下で得られる数値であるため、別の
試験機、試験条件で行えば違った数値となります。つまり、「硬さ」
はその材料固有の物性値ではなく「工業量」ですので、数字のみで
はその程度は表せず、必ず試験方法と試験条件を合わせて表示し
なければ意味がありません。例えば、250HBW（10/3000）と表
示すれば、ブリネル硬さ試験を試験条件として圧子：10mm超硬
球、試験荷重：3000kgで行った時、硬さ値が250であることが分
かります。
　JIS規格では、いくつかの試験方法が詳細に決められており、規
格に準拠した試験を行うことで再現性や他所での試験結果との比
較が可能になります。当センターでは、どの試験方法がよいかと
いったご相談にも対応しています。お気軽におたずねください。

 試験方法の選択

　いくつかある試験方法からどれを選択するかの判断の１つとして
圧痕の大きさがあります。下表に、当所センターで対応可能な各試
験でできる圧痕の大きさを示しています。硬さは圧痕の領域内を
平均した数値で得られますので、金属組織の大きい鋳物などの素

材としての硬さを調べるには、圧痕の大きなブリネルを、めっき品
など部品表面だけの硬さを調べるには圧痕の小さなマイクロビッ
カースを選択します。極薄いコーティング層や微小領域を調べるた
め試験荷重を小さくしていくと圧痕も小さくなり数μm以下では計
測が困難になりますが、近年広く普及してきたナノインデンテー
ション試験機では、荷重をmN、押し込み変位をnmオーダーで精
密に計測し、荷重-変位カーブから硬さや弾性率などサブミクロン
領域の機械的性質を調べることができるようになりました。通常、
硬さを試験する対象物は均質であることはなく、表面と内部など場
所による加工度合いによって硬さが変化していますので、どの領域
の硬さを調べたいのかを考え各試験機の特徴を理解した上で選択
することが大切です。

 試験体の準備

　圧痕の周囲や下側には圧痕の数倍に及ぶ範囲に塑性変形・弾性
変形を受ける領域がありますので、試験体はそれより大きい必要
があり、目安として圧痕サイズの5倍、厚みは10倍以上の大きさが
必要です。また、試験面は荷重軸に水平であることが原則で、試料
ステージに載せたときガタつかないように裏面も平面にしておく
か、試験体の形状に応じた固定治具を準備します。試験面を平面に
するため切削加工や研削加工を行いますと、表面には数μm～数
10μmの変質層が生じますので、特に軽荷重での試験の場合は配
慮が必要です。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban@kptc.jp

表　当センター保有試験機の比較

ブリネル ロックウェル マイクロビッカース

試験方法 ブリネル ロックウェル マイクロビッカース ショア ナノインデンテーション

硬さ表示記号（例） HBW HRC , HRB , HRA HV HS HIT , HM

圧痕サイズ 2～5mm 0.25～1mm 20μm～200μm 0.3～0.6mm 数10nm～数100μm

圧痕深さ 0.5～1mm 0.01～0.06mm 3～30μm 0.01～0.04mm 数nm～50μm

試験規格 JIS Z 2243 JIS Z 2245 JIS Z 2244 JIS Z 2246 ISO 14577

圧子形状

負荷荷重

超硬球（5mm 10mm） ダイヤモンド円錐, 超硬球 ダイヤモンド四角錘 ダイヤモンドハンマ ダイヤモンド三角錐 , 球状圧子

4.9～29.42kN
（500～3000kgｆ）

588 , 980 , 1471 kN
（60 , 100 , 150 kgｆ）

49mN～19.6N
（5～2000ｇｆ）

ハンマ重さ
0.355N 5μＮ～100mN

特徴 大きな圧痕
金属材料の平均的な硬さ

操作が短時間で簡便
現場での試験に向く

軟質材から硬質材まで
同一尺度で試験できる

反発式硬さ試験
可搬型で現場向き

サブミクロン領域での試験
押込み深さ≧20Ra
（Ra：算術平均粗さ）

試験対象 鋳物（鋳鉄、アルミなど）
金属素材

各種金属部品
焼入鋼（金型、工具など）
プラスチックも試験可

めっき皮膜
表面硬化処理品の硬さ分布 金属材料

箔や膜などの薄いサンプル
金属、セラミックス、樹脂材料

の最表面の物性

※エリオニクス製　ENT-2100


